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(論文審査の要旨)  
 学士（理学），修士（理学），小池開君提出の学位請求論文は「Mathematical Analysis of Gas















 第 1 章は，序論であり，分子気体力学に基づく気体－構造連成問題が定式化され，本研究の背景
と位置付けおよび本論文の二つの主定理が述べられている． 
 第 2 章では，自由分子気体が全空間を占めている場合，その中を一定の外力を受け並進運動する
剛体の速度がべき乗則にしたがって終端速度に漸近するという Caprino et al. (2006)の結果が紹介さ
れている．指数関数的ではなくべき乗則にしたがうこの挙動は，一つの気体分子が剛体と複数回衝
突する再衝突という現象によって引き起こされることが詳しく解説されている． 












 第 5 章は，本論文の総括であり，今後の展望も述べられている． 
 以上，要するに，本論文の著者は希薄な気体中を運動する剛体の終端速度への漸近挙動を理論的
に解明した．特に，気体分子と剛体との再衝突による気体分子の履歴効果が剛体の長時間挙動を支
配していることを明らかにしたことは理学上益することが少なくない． 
 よって，本論文の著者は博士（理学）の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
 
